
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 福岡財務支局長

【提出日】 平成26年12月10日

【四半期会計期間】 第27期第２四半期（自　平成26年８月１日　至　平成26年10月31日）

【会社名】 株式会社マツモト

【英訳名】 MATSUMOTO INC.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　松本　敬三郎

【本店の所在の場所】 福岡県北九州市門司区社ノ木一丁目２番１号

【電話番号】 093(371)0298（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役総務部長　　梅津　武

【最寄りの連絡場所】 福岡県北九州市門司区社ノ木一丁目２番１号

【電話番号】 093(371)0298（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役総務部長　　梅津　武

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社マツモト(E00715)

四半期報告書

 1/16



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第２四半期
累計期間

第27期
第２四半期
累計期間

第26期

会計期間

自平成25年
　５月１日
至平成25年
　10月31日

自平成26年
　５月１日
至平成26年
　10月31日

自平成25年
　５月１日
至平成26年
　４月30日

売上高 （千円） 761,498 730,570 2,796,841

経常利益又は経常損失（△） （千円） △476,515 △482,564 72,583

当期純利益又は四半期純損失

（△）
（千円） △467,163 △468,568 71,987

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － - -

資本金 （千円） 929,890 929,890 929,890

発行済株式総数 （千株） 3,813 3,813 3,813

純資産額 （千円） 3,072,633 3,120,220 3,606,579

総資産額 （千円） 3,779,919 3,858,694 4,629,570

1株当たり当期純利益金額又は1株

当たり四半期純損失金額（△）
（円） △123.64 △124.03 19.05

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － - -

１株当たり配当額 （円） － - 10.00

自己資本比率 （％） 81.3 80.9 77.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △432,397 △523,410 292,249

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 51,974 △247,008 89,472

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △37,548 △37,904 △37,811

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,209,409 1,162,968 1,971,291
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回次
第26期

第２四半期
会計期間

第27期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成25年
　８月１日
至平成25年
　10月31日

自平成26年
　８月１日
至平成26年
　10月31日

1株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △90.54 △87.20

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　　当第2四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第2四半期累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第2四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

　　(1）経営成績に関する分析

　当第2四半期累計期間（平成26年5月1日～10月31日）のわが国経済は、平成26年7～9月期の国内総生産（GDP）の

1次速報値が年率換算で1.6％減と2四半期続けてのマイナス成長となり、個人消費の回復が弱く設備投資も伸び悩

むなど景気の落ち込みが鮮明になってまいりました。また、当印刷業界におきましても、業界の指標とみなされる

紙・板紙の国内出荷量が10月までに7カ月連続で前年実績を下回るなど印刷需要は依然低調に推移いたしました。

　このような経営環境の下、当社の第2四半期累計期間における業績は次のとおりとなりました。学校アルバム部

門の売上高につきましては、この時期は主として卒業式後納品のアルバムや記念誌等となりますが、少子化の影響

等で受注・生産ともに低下したため、前年同期間比5.1％減の406百万円となり、一般商業印刷部門の売上高につき

ましては、紙から電子メールといったIT（情報技術）化の進展等で印刷物の減少が進み、前年同期間比2.7％減の

323百万円となりまして、全売上高は前年同期間比4.1％減の730百万円となりました。

　また、損益面におきましては、営業損失487百万円（前年同期間比5百万円損失増）、経常損失482百万円（前年

同期間比6百万円損失増）、四半期純損失468百万円（前年同期間比1百万円損失増）となりました。

（季節変動について）

　当社の年間売上高のおよそ75％を占める学校アルバム部門は卒業時期の2月、3月に売上が集中いたしますので、

この第2四半期累計期間の売上高は年間売上高の2分の1前後にはなりませんし、損益につきましても固定費等の発

生が先行いたしますので、第2四半期累計期間においては、現在のところ損失となることが避けられず、上記のよ

うな損益状況となります。

 

（2）財政状態の分析

　（総資産）

　　　総資産は、前事業年度末に比べ770百万円減少し、3,858百万円となりました。

　（流動資産）

　　　流動資産は、前事業年度末に比べ939百万円減少し、1,468百万円となりました。

　　　これは主として、現金及び預金が808百万円減少したことなどによるものであります。

　（固定資産）

　　　固定資産は、前事業年度末に比べ168百万円増加し、2,390百万円となりました。

　　　これは主として、有形固定資産が133百万円増加したことなどによるものであります。

　（流動負債）

　　　流動負債は、前事業年度末に比べ295百万円減少し、367百万円となりました。

　　　これは主として、買掛金が136百万円減少、その他が149百万円減少したことなどによるものであります。

　（固定負債）

　　　固定負債は、前事業年度末に比べ11百万円増加し、370百万円となりました。

　　　これは主として、その他が5百万円増加したことなどによるものであります。

　（純資産）

　　　純資産は、前事業年度末に比べ486百万円減少し、3,120百万円となりました。

　　　これは主として、利益剰余金が506百万円減少したことなどによるものであります。

 

　　この結果、当第2四半期会計期間末の自己資本比率は80.9％となりました。
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（3）キャッシュ・フローの状況

　当第2四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、次に記載するキャッシュ・

フローにより前事業年度末の残高より、808百万円減少し、1,162百万円となりました。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第2四半期累計期間において営業活動の結果使用した資金は、523百万円（前年同期間比21.0％増）とな

　　　りました。

　これは、主に税引前四半期純損失によるものであります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第2四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は、247百万円（前年同期間は51百万円の取得）と

　　　なりました。

　　　これは、主に有形固定資産の取得による支出によるものであります。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第2四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は、37百万円（前年同期間比0.9％増）となり

　　　ました。

　　　これは、配当金の支払によるものであります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第2四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　また、前事業年度に掲げた課題については、当第2四半期累計期間も引き続き取り組んでおります。

 

（5）研究開発活動

　　当第2四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,889,000

計 12,889,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）

（平成26年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年12月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 3,813,000 3,813,000
東京証券取引所

JASDAQ（スタンダード）
単元株式数1,000株

計 3,813,000 3,813,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年8月1日～

平成26年10月31日
－ 3,813 － 929,890 － 1,691,419
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（６）【大株主の状況】

  平成26年10月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 松本　政敬  北九州市小倉北区 528 13.85

 松本　敬三郎  北九州市小倉北区 447 11.72

 松本　久美子  東京都渋谷区 162 4.25

 株式会社大分銀行  大分県大分市府内町三丁目4番1号 144 3.78

 株式会社コムテックス  大阪市北区南森町二丁目4番36号 128 3.36

 梅津　武　  北九州市小倉北区 128 3.36

 松本　敬孝  東京都渋谷区 114 2.99

 マツモト社員持株会 　  北九州市門司区社ノ木一丁目2番1号 109 2.87

 株式会社福岡銀行  福岡市中央区天神二丁目13番1号 95 2.49

 サカタインクス株式会社  大阪市西区江戸堀一丁目23番37号 90 2.36

計 － 1,945 51.03

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年10月31日現在
 

 区分  株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式  　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　 －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  　　　　　　　　　－  　　　　　　　－  －

 議決権制限株式（その他）  　　　　　　　　　－  　　　　　　　－  －

 完全議決権株式（自己株式等）普通株式        35,000  　　　　　　　－  －

 完全議決権株式（その他） 普通株式     3,769,000 3,769  －

 単元未満株式 普通株式         9,000  　　　　　　　　－  －

 発行済株式総数 　　　　     3,813,000  　　　　　　　　－  －

 総株主の議決権  　　　　　　　　　－ 3,769  －

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数

　1個）含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年10月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 株式会社マツモト
北九州市門司区

社ノ木一丁目2番1号
35,000 - 35,000 0.92

計 － 35,000 - 35,000 0.92

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成26年８月１日から平成26

年10月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年５月１日から平成26年10月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年４月30日)
当第２四半期会計期間
(平成26年10月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,971,291 1,162,968

受取手形及び売掛金 352,013 221,516

商品及び製品 3,208 6,254

仕掛品 44,768 59,357

原材料及び貯蔵品 33,263 28,694

その他 16,672 19,692

貸倒引当金 △14,000 △30,400

流動資産合計 2,407,218 1,468,082

固定資産   

有形固定資産   

機械及び装置（純額） 592,091 630,652

土地 929,190 929,190

その他（純額） 319,020 414,384

有形固定資産合計 1,840,302 1,974,226

無形固定資産 20,388 27,640

投資その他の資産   

その他 365,560 392,644

貸倒引当金 △3,900 △3,900

投資その他の資産合計 361,660 388,744

固定資産合計 2,222,351 2,390,611

資産合計 4,629,570 3,858,694

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 283,760 147,071

未払法人税等 13,643 5,867

賞与引当金 90,000 88,000

その他 276,255 126,762

流動負債合計 663,659 367,701

固定負債   

退職給付引当金 134,840 135,424

役員退職慰労引当金 195,996 200,806

資産除去債務 19,859 19,970

その他 8,634 14,570

固定負債合計 359,331 370,772

負債合計 1,022,990 738,473
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年４月30日)
当第２四半期会計期間
(平成26年10月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 929,890 929,890

資本剰余金 1,691,419 1,691,419

利益剰余金 1,003,419 497,072

自己株式 △16,295 △16,295

株主資本合計 3,608,433 3,102,087

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,854 18,133

評価・換算差額等合計 △1,854 18,133

純資産合計 3,606,579 3,120,220

負債純資産合計 4,629,570 3,858,694
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年５月１日
　至　平成25年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年５月１日
　至　平成26年10月31日)

売上高 761,498 730,570

売上原価 952,498 906,913

売上総損失（△） △190,999 △176,343

販売費及び一般管理費 ※１ 291,809 ※１ 311,561

営業損失（△） △482,809 △487,905

営業外収益   

受取利息 888 833

受取配当金 3,356 2,827

その他 2,048 1,678

営業外収益合計 6,293 5,340

経常損失（△） △476,515 △482,564

特別利益   

投資有価証券売却益 14,562 -

固定資産売却益 32,573 18,122

特別利益合計 47,135 18,122

特別損失   

投資有価証券売却損 7,430 -

固定資産売却損 - 803

固定資産除却損 30,353 115

特別損失合計 37,783 919

税引前四半期純損失（△） △467,163 △465,361

法人税、住民税及び事業税 - 3,393

法人税等調整額 - △185

法人税等合計 - 3,207

四半期純損失（△） △467,163 △468,568
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年５月１日
　至　平成25年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年５月１日
　至　平成26年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △467,163 △465,361

減価償却費 83,989 85,027

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,304 583

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,810 4,810

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,000 △2,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,400 16,400

受取利息及び受取配当金 △4,244 △3,661

投資有価証券売却損益（△は益） △7,132 -

固定資産売却損益（△は益） △32,573 △17,319

固定資産除却損 30,353 115

売上債権の増減額（△は増加） 155,850 130,496

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,540 △13,064

仕入債務の増減額（△は減少） △112,948 △136,688

未払消費税等の増減額（△は減少） △53,762 △65,309

その他 △40,868 △52,569

小計 △427,445 △518,541

利息及び配当金の受取額 4,268 3,705

法人税等の支払額 △9,220 △8,574

営業活動によるキャッシュ・フロー △432,397 △523,410

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △56,322 △254,601

無形固定資産の取得による支出 － △11,478

有形固定資産の売却による収入 42,200 20,000

投資有価証券の取得による支出 △1,201 △1,200

投資有価証券の売却による収入 67,895 -

その他 △597 270

投資活動によるキャッシュ・フロー 51,974 △247,008

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △37,548 △37,904

財務活動によるキャッシュ・フロー △37,548 △37,904

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △417,971 △808,323

現金及び現金同等物の期首残高 1,627,381 1,971,291

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,209,409 ※ 1,162,968
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※1.販売費及び一般管理費の主なもの

 
　前第２四半期累計期間
（自 平成25年５月１日

　　至 平成25年10月31日）

　当第２四半期累計期間
（自 平成26年５月１日

　　至 平成26年10月31日）

給与手当 85,142千円 94,873千円

賞与引当金繰入額 22,000千円 24,000千円

退職給付費用 862千円 16,601千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,810千円 4,810千円

貸倒引当金繰入額 10,400千円 16,400千円

 

　　　　　2.売上高に著しい季節的変動がある場合

　　　　　　　前第2四半期累計期間（自　平成25年5月1日　至　平成25年10月31日）及び当第2四半期累計期間

　　　　　　　（自　平成26年5月1日　至　平成26年10月31日）

　　　　　　　当社の売上高のおよそ75％（年間ベース）を占める学校アルバムは、卒業時期の2月及び3月

             （第4四半期）に売上が集中するため、売上高に季節変動があります。

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

（自 平成25年５月１日
至 平成25年10月31日）

当第２四半期累計期間
（自 平成26年５月１日
至 平成26年10月31日）

現金及び預金勘定 1,209,409千円 1,162,968千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 1,209,409 1,162,968

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成25年５月１日　至　平成25年10月31日）

配当に関する事項

　　配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総
額（千円）

配当の原資
1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

 平成25年7月24日

 定時株主総会
普通株式 37,783 利益剰余金 10 平成25年4月30日 平成25年7月25日

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成26年５月１日　至　平成26年10月31日）

配当に関する事項

　　配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総
額（千円）

配当の原資
1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

 平成26年7月24日

 定時株主総会
普通株式 37,777 利益剰余金 10 平成26年4月30日 平成26年7月25日

 

（持分法損益等）

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第2四半期累計期間（自　平成25年5月1日　至　平成25年10月31日）

　当社は、印刷業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第2四半期累計期間（自　平成26年5月1日　至　平成26年10月31日）

　当社は、印刷業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自　平成25年５月１日
至　平成25年10月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成26年５月１日
至　平成26年10月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △123円64銭 △124円03銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △467,163 △468,568

普通株主に帰属しない金額（千円）    － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千

円）
△467,163 △468,568

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,778 3,777

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、1株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存

　　　在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

 　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年12月10日

株式会社マツモト

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢治　博之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渋田　博之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マツモ

トの平成26年５月１日から平成27年４月30日までの第27期事業年度の第２四半期会計期間（平成26年８月１日から平成26

年10月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年５月１日から平成26年10月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マツモトの平成26年10月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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